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上
代
議
員―

い
ま
進
め
ら

れ
て
い
る
岸
田
政
権
の
軍
備

拡
大
路
線
は
「
専
守
防
衛
」
と

い
う
戦
後
の
日
本
の
安
全
保

障
政
策
の
大
転
換
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
り
、
軍
事
費
・
防

衛
予
算
を
５
年
間
で
４
３
兆

円
も
支
出
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
増
税
や
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
で
暮
ら
し
も
平
和
も
破

壊
さ
れ
る
。
市
長
と
し
て
毅
然

と
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 
石
飛
市
長―

外
交
努
力
も

大
切
だ
が
、
防
衛
力
強
化
は
必

要
な
状
況
。
こ
の
度
の
防
衛
力

強
化
は
、
日
本
が
自
ら
戦
争
を

仕
掛
け
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
他
国
に
戦
争
を
仕
掛
け

さ
せ
な
い
た
め
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
雲
南
市
が
求
め
る
国

際
平
和
の
確
保
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
「
上
代
か
ず
み
の
議
会
だ
よ

り
」
よ
り
） 

 

今
年
１
０
月
の
診
療
分
か

ら
は
、
小
学
生
・
中
学
生
と
も

に
、
自
己
負
担
額
は
入
院
が
１

割
負
担
（
限
度
額
月
２
０
０
０

円
）
、
入
院
外
（
通
院
・
薬
局

等
）
も
１
割
負
担
（
限
度
額
月

１
０
０
０
円
、
薬
局
等
は
無

料
）
と
な
り
ま
す
。 

 

現
在
、
中
学
生
の
通
院
は
自

己
負
担
３
割
の
た
め
、
支
援
策

が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。 

 

「
子
ど
も
医
療
費
を
中
学
校

卒
業
ま
で
無
料
に
し
て
」
と
の

願
い
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き

頑
張
り
ま
す
。（「
ご
と
う
由
美

の
議
会
報
告
」
よ
り
） 

 

「
３
月
末
で
雇
用
が
切
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
非
正

規
職
員
の
方
か
ら
の
訴
え
を

受
け
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
市
職
員
の
内
訳
は
、

総
数
約
４
０
０
人
、
そ
の
う
ち

非
正
規
職
員
が
約
１
３
０
人

と
３
２
％
を
超
え
て
い
ま
す
。 

非
正
規
職
員
の
み
な
さ
ん
の

労
働
条
件
を
改
善
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。 

 

将
来
の
人
口
減
少
を
見
越

し
て
、
人
員
削
減
あ
り
き
で
非

正
規
職
員
を
そ
の
調
整
弁
に

す
る
こ
と
は
、
市
の
人
口
、
交

流
人
口
を
増
や
そ
う
、
人
口
を

維
持
し
よ
う
と
い
う
目
標
「
総

合
戦
略
」
の
テ
ー
マ
に
も
矛
盾

し
て
い
ま
す
。（「
森
川
よ
し
ひ

で
の
議
会
だ
よ
り
」
よ
り
） 

日
米
の
基
地
が
こ
れ
か
ら
ど

う
変
わ
り
、
何
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。 

現
場
か
ら
の
報
告
や
、
国

会
と
全
国
各
地
の
動
き
、
世

界
の
流
れ
ま
で
網
羅
す
る
講

演
を
学
ぶ
企
画
で
す
。 

 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ

配
信
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
視
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

s://w
w

w
.y

o
u

tu
b

e
.c

o
m

/liv
e
/9

d
x
8
h

U
V

1
K

1
k

?f

e
a

tu
re

=
sh

a
re

 

 

●
日
時 

６
月
１
７
日
（
土
） 

午
前
１
０
時
半
～
１
２
時 

 

●
講
師 

小
泉
親
司
さ
ん

（
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

基
地
対
策
委
員
会
責
任
者
） 

 

●
司
会 

大
平
喜
信
さ
ん

（
元
衆
院
議
員
・
衆
院
比
例

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
定
候
補
） 

 

●
各
地
か
ら
の
報
告 

岩
国
、
呉
、
鳥
取
な
ど 

入
管
法
改
悪
Ｎ
Ｏ
の
怒

り
が
国
会
を
包
み
、
デ
モ
や

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
全
国

１
０
０
箇
所
に
広
が
る
な

か
、
岸
田
内
閣
と
自
公
維
民

は
、
審
議
す
る
ほ
ど
に
崩
れ

て
い
く
立
法
事
実
に
蓋
を

し
、
強
行
可
決
し
ま
し
た
。 

ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
を
は

じ
め
拷
問
の
よ
う
な
入
管

収
容
中
の
死
。
仕
事
も
医
療

も
認
め
な
い
仮
放
免
。
構
造

的
な
人
権
侵
害
の
闇
の
な

か
に
は
「
送
還
あ
り
き
」
の

ノ
ル
マ
ま
で
あ
っ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
私
た
ち
は
、
庇

護
を
求
め
る
難
民
の
話
し

も
聞
か
ず
、
ま
る
で
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
式
に
強
制
送
還

し
て
き
た
実
態
を
暴
き
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。
与
党
は
強

引
に
審
議
を
打
ち
切
り
ま

し
た
が
、
数
で
決
め
て
は
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

断
じ
て
許
さ
ず
闘
い
を
発

展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

人
権
と
人
道
に
反
す
る

日
本
の
入
管
行
政
の
源
流

に
は
、
戦
前
の
植
民
地
支

配
、
戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
排

斥
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
１

９
８
２
年
に
よ
う
や
く
難

民
条
約
を
批
准
し
た
後
も
、

入
管
職
員
の
研
修
教
材
に

は
「
我
が
国
は
日
本
人
だ
け

で
非
常
に
高
度
の
和
と
能

率
が
維
持
さ
れ
る
国
に
仕

「
平
和
を
願
い
戦
争
に
反

対
す
る
島
根
戦
没
者
遺
族
の

会
」（
島
根
平
和
遺
族
会
）
は

こ
の
ほ
ど
、
松
江
市
内
で
結

成
総
会
を
開
き
、
約
６
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

山
﨑
長
穂
（
ひ
さ
ほ
）
さ

ん
（
８
０
）
が
経
過
報
告
し
、

「
戦
争
前
夜
を
彷
彿
さ
せ
る

よ
う
な
敵
基
地
攻
撃
能
力
や

軍
備
増
強
が
強
行
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
戦
没
者
の
遺

言
と
も
言
え
る
憲
法
９
条
を

守
り
、
生
か
し
、
平
和
な
世

界
を
つ
く
る
先
頭
に
立
つ

時
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

民
主
県
民
ク
ラ
ブ
幹
事
長
の

白
石
恵
子
県
議
、
県
健
康
福

祉
部
の
安
食
治
外
部
長
ら
が

参
加
し
、
激
励
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

戦
没
者
遺
族
４
人
が
発
言

し
、「
平
和
が
音
を
立
て
て
崩

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
和

な
国
を
守
っ
て
い
く
努
力
を

続
け
た
い
」
な
ど
と
語
り
ま

し
た
。 

代
表
役
員
に
選
出
さ
れ
た

岩
田
憙
昌
（
と
し
ま
さ
）
世

話
人
代
表
（
８
６
）
は
、「
会

員
を
増
や
し
、
交
流
を
深
め

な
が
ら
反
戦
の
声
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
演
会
や
語
り
部
活
動
、
慰

霊
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
の

活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所
が
「
戦
争
へ
の
道

許
さ
な
い
！
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
交
流
会
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
（
写
真
） 

５
年
間
で
４
３
兆
円
も
の

予
算
を
軍
事
費
に
使
い
、
暮

ら
し
と
平
和
を
お
び
や
か
す

岸
田
政
権
の
大
軍
拡
計
画
。 

戦
闘
機
の
飛
来
・
爆
音
は

ま
す
ま
す
激
し
く
、
広
島
湾

で
突
然
、
日
米
大
型
艦
船
の

出
撃
訓
練
が―

―

私
た
ち
の

身
近
な
町
で
、
中
国
地
方
で

上
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

自
ら
好
ん
で
外
国
人
を
招

き
寄
せ
て
こ
の
調
和
の
と

れ
た
環
境
を
破
壊
す
る
こ

と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。 

差
別
と
排
斥
の
歴
史
を

終
わ
ら
せ
、
保
護
と
共
生

へ
。
野
党
対
案
は
国
際
人
権

水
準
を
求
め
る
市
民
社
会

の
力
の
結
実
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
と
く
に

若
い
世
代
が
迫
害
や
人
権

侵
害
、
生
活
と
家
族
を
バ
ラ

バ
ラ
に
さ
れ
る
非
正
規
滞

在
当
事
者
の
恐
怖
に
心
を

寄
せ
、
「
つ
な
い
だ
手
を
絶

対
に
離
さ
な
い
」
と
訴
え
た

決
意
を
共
に
し
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
続
け
ま
す
。
（
６

月
１
０
日
記
） 

日本共産党島根県委員会は、FacebookページとTwitterを開設して

います。島根県委員会からのお知らせや県内の地方議員の活動など

をアップしています。スマホで下記のＱＲコードを読み込んで、ぜひフォ

ローしてください。 

島根県委員会 

Facebook ページ → 

島根県委員会 

Twitter → 

参院本会議で討論する仁比氏（6 月 2 日） 


